
自己由来腸内細菌を用いた個別化菌製剤の製造基盤構築及び評価系開発（２０２６年度～２０２７年度）

所在地：大阪府大阪市北区
設立年：２０２０年
HP：https://bacterico.co.jp/

株式会社bacterico
（慶應義塾大学発スタートアップ）

腸内細菌の力を健康や医療に活かす取り組みが広がる一方で、外から取り入れた「他人の菌」は人
によって定着の度合いが異なり、効果に大きな個人差が生じることが課題となっている。

本事業では、一人ひとりの腸内から見つけ出した「その人自身の菌」を製剤にして本人に戻すという
新しい考え方で、この個人差の課題を解決し、誰もが効果を実感できる個別化ヘルスケアの実現を目
指す。

本研究開発では、利用者の腸内から採取したビフィズス菌の中から適した菌を選び出し、生きたまま
製剤にする製造の基盤を整えるとともに、その効果を人の腸を模した培養システムで確かめる評価の
仕組みを開発する。
また、下記に掲げるPoCを達成することで、個別化菌製剤の事業化を目指す。
①どの菌でも安定して製剤にできる製造工程の確立（製造基盤の構築）
②体外で効果を迅速に確かめられる評価系の開発
③提携先を通じて利用者へ届ける提供モデルの構築と検証
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